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第１学年道徳学習指導案 

日 時 平成２３年 ９月３０日（金）５ 校時 

学 級 １年１組（男子１５名，女子１７名 計３２名） 

授業者 奥州市立東水沢中学校  髙 橋 規 真 

 

１ 主題名  集団の一員として 【 ４－（４） 集団生活の向上，役割と責任 】 

 

２ 資料名   長縄跳び（学研「かけがえのない きみだから」） 

 

３ 主題設定の理由 

 

（１）価値について 

   本時の授業は，内容項目４－（４）「自己が属する様々な集団の意義についての理解を深め，役割と責任を自覚

し集団生活の向上に努める」に基づいて指導するものである。 

   中学生の時期は，学級，学校，地域社会などの様々な集団の中で，お互いに深く関わり合いながら相互理解を深

め，それぞれの集団の中で人間的な成長を遂げていく時期である。反面，他者や自分の所属している集団のことよ

りも，自己を優先した行動をとってしまう時期でもある。心身ともに大きく成長する中学生の時期だからこそ，生

徒一人一人が自らの役割と責任を自覚して生活し，集団生活の向上に努めていくことが重要になってくる。自らの

役割と責任に全力を尽くす姿勢は，自己の成長，集団の成長，充実した生き方につながることに気付かせ，お互い

に協力し合って集団生活の向上に努めていく態度を育てたいと考え，この主題を設定した。 

 

 （２）生徒について 

    本学級の生徒は明るく活発で，目標に向かって意欲的に活動することができる。男子は活発に挙手発言する生徒が

多い。女子は自分の考えを持ってはいるが，それを発表することには消極的な傾向が見られる。学年執行部が行う生

活向上運動や宿泊研修，体育祭ではお互いに声を掛け合い，積極的に取り組む姿が見られた。一方で，係活動や清掃

活動ではリーダーの指示に頼りがちな生徒や，自分の責任を最後まで果たせず，中途半端な活動になってしまう生徒

もいる。 

    本時の授業を通して，生徒一人一人が集団の一員であることを自覚し，自らの役割と責任を一生懸命果たすことが

自己の向上につながり，さらには集団生活の向上につながっていくことを理解し，充実した集団の在り方を追求して

いく意欲を高めていきたい。 

 

 （３）資料について 

    本資料は，体育委員の仕事の忙しさと，跳べない時に浴びせられる罵声によってやる気を失うぼくが，最後まであ 

きらめることなく呼びかけを続ける木村の姿を見て，リーダーとしての自覚を取りもどしていくというストーリーで 

ある。二組を優勝させようと決心するぼくは，仕事の忙しさやクラスのムードによって投げやりな気持ちになってし 

まう。木村の，困難にめげず，クラスの心を一つにしようと必死に呼びかけを続ける姿を見て，自分が無性に恥ずか 

しくなり，見失っていた自分の役割を自覚し，学級の目標達成に向けて責任を果たそうとする。 

 木村とともに，学級のリーダーとして活動していくぼくの姿を通して，集団生活の向上のためには，自分の役割と 

責任を自覚し，困難にめげず，みんなで心を一つに協力していくことの大切さを伝えることができる資料である。 

 

４ 研究主題との関連 

    本校の研究主題である「豊かな心を育み，主体的によりよい生き方を目指す生徒の育成～お互いのかかわり合いを

重視した道徳の実践を通して」を実現するために，授業の中に小グループ活動を取り入れる。また，座席をコの字の

形とし，お互いに向き合いながら授業を行い，生徒が資料に集中し，自分の考えを呟き，意見を発表しやすい雰囲気

を作るとともに，生徒の考えを教師がつなぎ，ねらいとする価値への方向付けを行う。 

本時の授業では，体育委員の仕事の忙しさや険悪な学級の雰囲気によってやる気を失い，責任から逃れようとする

主人公，そして木村の姿を見て，リーダーとしての自覚を取り戻していく主人公の心情について４人グループの意見

交流の場面を設定し，自分自身の考えを深め，価値に迫らせたい。 

     

 



 2 

 

５ 指導の構想   

 「自らの役割と責任を自覚し，集団生活の向上に努める心」を育成する指導の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔本時を要として位置づけた指導構想図〕 

 月 特別活動・体験的活動 道徳の時間 各教科等の学習 日常活動・その他 

４月 

５月 

 

 

８月 

 

 

９月 

 

 

10月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・日常の学級活動   

 や，各教科の授 

業において，小 

グループによる

意見交流の場を 

設定していく。 

 

 

 

・文化祭活動の役

割分担を行い，

それぞれの役割

を自覚させ，活

動を徹底する。 

◇主題名 

資料名 「１５ 長縄跳び」 

ねらい 自己の所属する集団の向上のた

めに，進んで自己の役割を果たすとともに，

協力し合い，貢献しようとする心を養う。 

◇主題名 

資料名「１１ 裏庭での出来事」 

ねらい 自ら考え，責任を持って自主的に行

動しようとする態度を育てる。 

 

◇主題名 

資料名「１９ 夏の思い出」 

ねらい きまりやマナーの意義を理解し，積

極的に自分の義務を果たし，自らよりよい社

会を築いていこうとする態度を育てる。 

 

〔生徒会活動〕 

宿泊研修，体育祭を通して

互いに協力し，責任を果たす

という態度を養う。 

 

〔生徒会活動〕 

文化祭を通して，自他のよ

さを見つけ合う喜び，目的に

向かい協力してやり遂げる

成就感，連帯感を培う。 

 

 
〔進路〕 

自己の生き方への関心を深

め，進路を選択できる能力の

育成。 

 

〔学活〕 

・集団生活の向上 

・人間関係の形成 

〔社会〕 

集団や社会とのか

かわり。 

〔総合〕 

・自己の目標の実現 

・他者との協調 

教 師 の 願 い 
【家庭と地域との連携】 

・家庭や地域と道徳の時間に

ついての教材の交流を図

り，よりよく 生きようと

する子どもを支援する。 

・地域の人々との交流を深

め，郷土の良さに気づかせ

る。地域の諸行事に参加

し，文化の理解とその発展

に努める意欲を育てる。 

【学校，学級環境】 

・清掃活動の徹底を図り，

環境美化に積極的に取り

組む。 

・学校の歴史や先輩達の足

跡を知り，学校を愛する

心を培う。 

【学年重点目標】 

基本的な行動様式を身につけ，相手の気持ち

を理解しようとする態度を養う。 

 

【目指す生徒象】 

感謝の気持ちを大切にし，夢の実現に向けて粘り強く努力を重ねる生徒。 

【導入】 

 自分が，集団の中でどのよう

な役割を担っているかを確認

し，価値への方向付けを行う。 

【展開】 

 小グループによる学び合い活動

を取り入れ，責任から逃れようと

する主人公，リーダーとしての自

覚を取り戻していく主人公の心情

を考え，価値に迫る。 

【終末】 

 教師が，自己の役割と責任を果

たすことの意義についての説話を

行う。 
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６ 本時の指導 

（１）ねらい 

自己の所属する集団の向上のために，進んで自己の役割を果たし，協力しようとする心を養う。 

 

（２）展開 

段 

階 

時

間 
学習活動と主な発問 予想される生徒の発言や心の動き 指導上の留意点 

導 

入 

 

 

２ 

分 

・ 所属している集団にお

ける自分の役割について

考える。 

○ あなたは今，集団の中

でどのような役割を担

っていますか。 

 

 

 

・学級委員長，班長，係，委員会。 

・リーダーを支える役割。 

 

 

 

・自分の役割を確認し，価値への方

向付けをする。 

展 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

開 

前 

段 

35 

分 

 

 

 

 

 

・ 資料を読んで話し合う。 

 

・ ぼくの行動，気持ちを

考える。 

 

○ 木村から言われた言葉

が，何よりもうれしかっ

たのはなぜだと思います

か。 

 

○ 学級のことは木村がや

ってくれればいいと思う

ようになったぼくをあな

たはどう思いますか。 

 

 

○ 「ぼくはもう，どうで

もよくなっていた」のは

なぜだと思いますか。 

 

 

 

◎ ぼくが「無性に恥ずか

しくなってきた」のは木

村のどのような姿を見た

からだと思いますか。 

 

 

 

 

 

・勇気づけられた。 

・支えられた 

・励まされた  

 

 

・仕方がない。 

・初心を無視している。 

・逃げている。 

・木村に仕事をおしつけている。 

 

 

・雰囲気が悪い。 

・練習に疲れた。 

・体育委員の仕事を頑張っているのに，

文句を言われたくない。 

・責められたくない。 

 

・最後まで諦めない姿。 

・仲間を励ます姿。 

・リーダーとしての責任感あふれる姿。 

・全員の心をひとつにしようと必死な姿。 

・教師が範読する。 

 

 

 

 

・クラスを優勝させようと本気にな

る「ぼく」の気持ちを押さえる。 

 

 

 

・「ぼく」の気持ちに共感的な考え

と，批判的な考えを両方取り上げ，

学級に対する責任から逃れようと

している「ぼく」の気持ちを押さ

える。 

 

・やる気を失い，無気力になってい

く「ぼく」の気持ちに共感させる。 

 

 

 

 

・補助発問を行い，自分の役割に責

任を持ち，仲間と支え合うことの

大切さに気付いた「ぼく」の気持

ちに気付かせる。 

展 

開 

後 

段 

10 

分 

・ 本時の価値に照らして，

これまでの自分の生活を

振り返る。 

○ 集団の一員として生活

していく上で，どのよう

なことを大切にしていき

たいと考えますか。 

 

 

 

・自分の仕事に責任を持ち，団結する。 

・お互いに励まし合い，協力すること。 

・集団の向上のために，自分の役割に責

任を果たす。 

 

 

 

・書く活動を通して，どのような態

度で，集団生活の向上に努めてい

きたいと考えているかを，深めさ

せる。 

終

末 

 

 

３

分 

 

・ 教師の説話 

 

 

 

 

 

・今後への意欲を高める。 
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７ 資料分析表 

  資 料  「長縄跳び」 主題『４－（４）集団生活の向上，役割と責任』 

  ねらい  自己の所属する集団の向上のために，進んで自己の役割を果たし，協力しようとする心を養う。 

 

 

 

主 

な 

場 

面 

 

 

 

主 

人 

公 

の 

意 

識 

 

 

 

学 

習 

者 

の 

意 

識 

 

 

 

 

意 

識 

の 

焦 

点 

化 

 

 

 

 

主 

な 

発 

問 

 

 

 

 

 

体育委員としてクラス

をまとめていけるか不

安だったが，木村の言葉

によって自信を持ち，本

気で二組を優勝させよ

うと決心するぼく。 

 

体育委員の忙しさに

翻弄され自分の責任を

果たすことに精いっぱ

いとなり，学級のこと

は木村任せ，逃げ腰と

なるぼく。 

 

練習のムードが険悪

となり，罵声が飛び交

うクラスの中でやる

気を失い，どうでもよ

くなるぼく。  

 

あきらめることなく

呼びかけをする木村の

姿を見て，リーダーと

しての自覚を取りもど

し，責任を果たそうと

奮起するぼく。 

 

・体育委員として，クラ

スをまとめることがで

きるか不安な気持ち。 

・本気で取り組んで，二 

組を優勝させよう。 

・やる気でいっぱい。 

 

・体育委員の仕事で精一

杯なんだ。 

・学級のことは木村がや

ってくれればいい。 

・木村へのいら立ち。 

・体育委員の仕事をし

ているに，文句を言わ

れる筋合いはない。 

・誰かにひっかかって

ほしい。 

・木村があきらめない

で声をかけているの

に，自分は何をやって

いたんだ。 

・自分の責任を果たし，

二組の心をひとつに，

目標に向かおう。 

・勇気づけられた。 

・支えられた。 

・励まされた。 

・本気になった。 

・やる気が出た。 

 

・仕方がない。 

・投げやり。 

・初心を無視している。 

・逃げている。 

・木村に仕事をおしつけ

ている。 

 

 

・雰囲気が悪い。 

・練習に疲れた。 

・体育委員の仕事を頑

張っているのに，文句

を言われたくない。 

・責められたくない。 

 

・最後まで諦めない姿。 

・仲間を励ます姿。 

・リーダーとしての責

任感あふれる姿。 

・みんなの心をひとつ

にしようと必死な姿。 

 

クラスをまとめていけ

るかという不安が，木村

の言葉によって消え去

り，優勝に向かって本気

になるぼくの気持ちを

押さえる。 

 

 木村がぼくの行動を

気にかけていることに

気付きながら，学級に対

する責任から逃れよう

としているぼくの気持

ちを押さえる。 

 

学級を優勝させようと

していたが，罵声が飛

び交う集団の中でやる

気を失い，無気力にな

っていくぼくの気持ち

に共感させる。 

 

困難があっても自分の

役割に責任を持ち，仲

間と心をひとつに支え

合うことの大切さに気

付いたぼくの気持ちに

気付かせる。 

 

木村から言われた言葉

が，何よりもうれしかっ

たのはなぜだと思いま

すか。 

 

学級のことは木村がや

ってくれればいいと思

うようになったぼくを，

あなたはどう思います

か。 

 

「ぼくはもう，どうで

もよくなっていた」の

は，なぜだと思います

か。 

 

ぼくが「無性に恥ずか

しくなってきた」のは木

村のどのような姿を見

たからだと思いますか。 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長
縄
跳
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体
育
委
員 

 
 
 
 
 
 

木
村
・
・
・
学
級
委
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二
組
を
優
勝
さ
せ
よ
う 

 

忙
し
い 

学
級
の
こ
と
は
木
村
が
や
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い 

文
句 

 
 
 
 
 
 
 

仕
方
な
い 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

逃
げ
て
い
る 

   
 
 
 
 
 

ク
ラ
ス
の
ム
ー
ド
が
険
悪 

罵
声 

 

ど
う
で
も
よ
く
な
っ
て
い
た
の
は
な
ぜ
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

責
め
ら
れ
た
く
な
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

誰
か
ひ
っ
か
か
っ
て
く
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拝
む
よ
う
に
な
っ
た
。 

 「
無
性
に
恥
ず
か
し
く
な
っ
て
き
た
」 

 
 

木
村
の
姿
・
・
・ 

必
死
に
呼
び
か
け
る
姿 

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
姿 

 
 
 
 
 
 
 

や
る
べ
き
事
を
し
っ
か
り
や
る
姿
。 

 
 

 

場
面
絵 自

分
の
役
割
に
責
任
を
持
ち
，
仲
間
と
心
を
一
つ
に
協
力

し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
。 

優
勝
す
る
こ
と
。 

責
任
を
果
た
す
こ
と
。 


